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た。まず，N-トシル-3-ヨードアクリルアミド 1 とビニルスズ化合物を Stille カップリングし，新規 5











Toluene, 100 oC, 1~ 3 h






Toluene, 100 oC, 1 ~ 2h
































o-xylene, 130 oC, 2 ~ 4h



























Scheme !"#$%&'()*+,  
3）同様に，ジエンアミド化合物のルイス酸を添加剤としたアザ環化反応の検討を行った。すなわち，






















リングを o-キシレン中，80度で行った後に，130度に昇温し 4時間加熱することで 2-ピペリジノン 3












o-xylene 80 oC 1 h
then 130 oC, 4 h 64%
B) PdCl2(PPh3)2, CuI
toluene 80 oC 1 h
then TiCl2(O
iPr)2
     100 oC, 4.5 h, 50%
SnBu3Ph 1 3
Scheme !"2#$%&'()*+  
